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〒740-0034岩 国市南岩国町5-60-l  TEL 0827-31-7233

ターかう言うた′       校長福本稔
早いもので、新年度がスタートしてから半月が過ぎました。
ますもって、お子さまのご入学・ご進級、誠におめでとうございます。新年度が夕台まり
子どもたちは新たな気持ちで、授業をはじめ様メマな活動に精一杯取り組んでいます。
今年度から本校では、灘地区のJヽ・中学校で9年間を見通した教育を一層推進するため、
中学校のめざす生徒像につながるよう、<めざす児童像>と して以下の3つを掲げました。

もう少し具体的に言うと、「自ら学ぶ子」とは、自ら者え、意欲的に実践する子ども、「心
豊かな子」とは、豊かな感性と思いやりのある子ども、「がんばる子」とは、自分を生か

し、自己実現に努力する子どものことです。これからのラ沢」困難な時代を主体的に生き}友
くための素地を、子どもたち一人ひとりがこれからの」ヽ学校生活で培っていってほしいと

願つています。

また、そのための第一歩として大切にしたいことは、すべての子どもたちにとって、こ
の灘小が「通いたくなる学校」になることです。始業式においても「みんなが通いたくな
る学校」を全員でめざしていこうと子どもたちに呼びかけました。「みんなが通いたくな
る学校」とはどんな学校でしょうか? ますは、みんなが真剣に勉強したり、楽しく遊ん
だり、生き生きと活動する学校であってほしいと思います。さらに、もし誰かがいやな思
いをしたり、つらい思いをしたりしたときにも、温かく見會つたり、ちょっとしたやさし
い言葉かけをしたりすることで元気が出るにちがいありません。みんながそんな思いやり
をもつて、生き生きと活動する学校、この灘小学校がぜひそのような学校になって、〒ど
もたち一人ひとりの成長をみんなで応援していけるとよいと思つています。
また、終わりになりましたが、年度替わりの人事異動により、私を含めて+1名の教職
員が新たに灘小学校に着任しました。どの教職員も、灘小学校の子どもたちのために、誠
心誠意、教育活動に取り組んでいく所存ですので、どうぞよろしくお願いいたします。

E離中学機区 小中一買学機教育目標】

自ら学ぶ子 ,い豊かな子 がんばる子

地上或を愛し、地域から愛される児童の育成



=*=*=*= 令和4年度 灘小学校 学級担任等 =*=*=*=
* :◆年度着任した教職員

本年度の教職員組織です。子どもたちのために頑張ります。よろしくお願いいたします。

学年
1      組 2  組

1    年 有 村 利 江 * 篠 原 奈 緒

2 年 山 本 拓 実 * 松 田 千代美

3 年 ◆ 津 雅 子 荒 木 千 景

4 年 真 柴 加奈代 * 高 塚 正 8召

5 年 ノ(重垣 玲 子 大 塚 健 二

6 年 吉 田 百合子 池 田 康 成 *

しえん 1 福 永 睦 美 * しえん2 岩 本 弓 佳 *

しえん3 矢田部 堂 馨 * しえん4 畠 真 美 *

通級指導教室 古 河 祐喜子 専  科 桐 山 明 子

英語専科 沖 村 由 子 * ALT Drocelle Niyttegeka

校  長 福 本   稔 * 教  頭 繁 吉 弘 三

養護教諭 兼 光 貴 子 栄養教諭 兼 光 美 咲

事務職員 周U ま き 校 務 員 上 丸 義 男

特別支援教育支援員 藤 中 響 子 ICT支援員 神 谷 夫

初任者研修担当 徳 永 行 伸 * 非常勤講師 山 □ 真 弓

読書活動推進員 河 田 純 子 育反会図書館補助員 森 川 孝 子

御協力のお願い

中学校敷地肉における児童の安全確保および豊下横時の交通安全について

本校では、「校外生活について」のきまりにおいて、登下校時
|よ「自動車に乗せてもらって通学しない」(けがや事情があって

配慮が町要な場合は別です。)と指導しています。
学校敷地内、特に西坂や東坂においては子どもたちの出入リ ー
が多く道幅も狭いため、自動車での乗り入れや校舎前の縦断は

曽衛中

大変危険です。子どもたちの登下校の安全を確保するため、登  ;
下校時の敷地内への自家用車の乗り入れは控えていただきますようお願いいたします。な
お、けがや事情があって配慮が財要な場合は、担任にご相談をお願いします。
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